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「もったいないプロジェク卜」
発足の背景と経緯� 

1958(昭和� 33)年� 5月にー岡山県倉敷市に設立さ

れた医療法人創和会は，1968(昭和� 43)年� 11月に

県下でお初のキーノレ型透析装置を導入し，当時不治

の病とされていた腎不全の治療に先駆的な役割を

表� 1 施設概要� -ーーーーーーーーーーーーー一回iilll51おーーーーーーーーーーーーーー

診療科目 |内科，腎臓科， 外科， 脳神経外科，� 
lリハビリテーション科，放射線科

入院病床数� I259床� 5病棟
一般病棟� 50床(10: 1) 
医療療費型病棟� 56床
障害者施設等一般病棟� 51床(10: 1) 
回復期リハビリテーション病棟� 46床
介護療費型病棟� 54床

透析・他 |透析センター
同時透析� 96ベッド
血褒透析患者� 262名
腹膜透析患者� 5名

総合リハビリテーシヨンセンター

果たしてきました。現在は とも に腎疾患・透析医

療を中心としたしげい病院� (259床)と重井医学研

究所附属病院� (200床)，訪問看殻ステーション，

医学研究所を運営するとともに， グループ内に薬

用中直物vI /www.shigei 誼と毘血館を併 設し� (http、/� 

or.jp/)，グループをあげて「自然保護活動� Jに b

積極的に参加しています(褒� 1)。

ーーーーーーーーーー呈m，重苦'，jil:対面i1 ~ii弘常昂出子=ーーーーーーーーー

内科.寝尿病内科，小児科.外科� 

200床� 5病棟

一般病棟� 154床(10: 1) 

医療額袈型病練� 46床


腎臓病 ・血痕浄化療法センヲー

同時透析� 120ベッ ド

血液透析患者� 315名

腹膜透析患者� 29名


肝臓病・消化鰭病センヲー

小児療育tンヲー

ソハピ� 1
)テーション(脳血管� [)
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表� 2 もったいないプロジzクトとは� 

.短期集中的に病院の環境負荷在軽誠
→今出来ることは，すぐやろう� 1


.設煽改善による環境負荷軽減

→役資コストを回収可能怠ら積偲投資


身近な電気や水の無駄使いから見直す

→使用量1096削減を目標

・コスト削減額を原資を次の活動へ
→自然保護のサイヲル在国す

ブロジ工クト実践方逮� 
1 参加意議在持ち現場で活動 。ボトムアップ型� 
2設備投資による環境政醤・ トップタウン型

創立者向重井博(故人)は，自然を愛し生き物を

愛するやさしさをも った人であ り.� 1963(昭和� 37)

年� 11月に重弁病院(現しげい病院)内に『倉敷昆虫

館」を開設.� 1965(昭和� 39)年� 4月には倉敷市内に

「重井薬用摘物園」を開設，現在も無料で一般開放

しています。重ヂI't耳は� 1996(平成� 8)年に亡くなる

まで「倉敷の自然を守る会」や「高梁川流域の水と

緑を守る会」の会長として自然保護運動を続け，

自然保護に携わる多くの人を育ててきました。� 

和会が現理事長主導の1111このような背景をもっ

もと.2005(平成� 17)年� 8月から新たにスター 卜さ

せた自然環境保護活動が創和会も ったいない� 

7"ロジェク卜」です。� 7"ロジェクト名の「もったい

ない」という 言葉は，ノーベノレ平和賞受賞者です

ニアの副環境大臣のワンガリ マータ イさんが，

「日本には，“むったいない"というすばらしい考

えがある。世界に広げましょう 」と団連で呼びか

けており，私たちの活動を象徴する言葉としてふ

さわしいと考えました。「もったいないプロジェ

クト」と銘打って身近なエネルギーに関連する無

駄を省しすなわち京都識定蓄が掲げるところの

「チーム7 イナス� 6%Jと称する.� CO，削減に向

けた地球温暖化防止活動に，病院をあげて参加す

ることとしたものです。病院では.� 1日24時間

核動という特殊な業態からも，多量のエネルギー

を消費しています。 一方，京都議定書の発効に象

徴されるように，早急な地球i且暖化防止対策が叫� 

ばれるなかで， 病院においても一般の企業と 同等

に省エネルギーへの対応が求められているところ

です。世界レペノレでエコロジー(自然原境保護)の

気運が盛り仁がるなか， 病院においてもエコロジ

ーを組t.'<のアイデンティ ティとして取り組むべき

時代です。

そこでf古F完でも「もったいない7'ロジェ� 7卜」を

立ち上げ， 主として電気 ・ノドの無駄を取り除き，

地球温暖化防止のための� CO，削減をめざしまし

た。

活動内容とその成果

プロジェク トは， 身近な電気やガスといったエ

ネルギの使用量を.� 2004(平成 16)年度対比で� 10

%削減を 目標としました。また，その結果生み出

されたコ スト削減金額を次なる省エネ活動への原

資とすることで，プロジェ� 7卜のサイ� 7ノレを回す

こととしました。そして7'ロジェク卜を進めるう

えで，理事長からの直接指示による卜� yプダウン

と，職員からの提案によるボ トムアップの二通り

の方法を用いました(衰� 2)。では，当院で実践し

てきたプロジヱク卜 の内容と成果を， トyプダウ

ン型とボトムアップ型に分け，以下に示します。� 

j設備投資を伴った
省エネ対策の具体例(トップダウン型)

(1)太陽光発電システム(クリーンエネルギー)の

導入による節電(重井医学研究所附属病院)

太陽光発電システムは総工資� 7770万同でした

が.� 1/2の補助があるため実質負担頼� 3700万同

の大規模を設備です。当院は.県医師会透析医部

会防災対策ネ ットワークにおいて県下を三分割し

たその一つの地域であふ岡山西部地域の大規模

災害時中核病院に指定されています。太陽光発電

シス テムは，その役割を果たすべ<.� rCO，削

56 I明開�  2凹7]alJ.Vo 1No. 17 1.



表� 3 太陽光発電・地下水利用の概要とメリッ卜

・太陽光発電の側要

1.システム概要
補助制度� NEDOによる太陽光発電新技術等フィ ルド

テスト事業(補助率� 112)
共同研究� 4牢悶のデータ報告義務および5年後設置費用

の5%在支払うことで所有権在賠入

工期� 2∞6年1-6月� 2ω7年4月正式稼動
発電容量� 70kW(3階屋よ� 20kW・4階屋上� 30トw・7

階屋上2OkW)
年間発電電力量� 6万9792kW 
2 地球温瞳化防止への貫献度

削減電力(年間):6万9792kW 
CO，削減量(年間):2万回55kg 1790本の樹木(杉)者植

えたことに相当

一般家庭換算約20軒分(平均� 3600kW/年)

透析施行可能人数約印人分(1kW/1人� 4時間)

投資金額� 7245万円(内� 112の補助あり)

投資金額回収年教約� 25年
 
3 メリット

・CO，在発隼レない自然エネルギー利用による，地球温
暖化防広への貢献(CO，削減に貢献)

災害対策として最低限のライフラインの自主確保� 

-透析患者古音，地減住民への安心感(危機管理・安心の
確{呆)

環境対策在実施している病院としてのイメージアップ
(宣伝効果)

・電力需要のピーヲカット(憶力のデマンドコント口 ル

レベ)~の低減による電力料金の削減効果}

-地下水利用� 
1.システム慨要
工 期 却05年10月-2006年5月

分1ν20水量
年間水量� 8760 t(1日m時間ポンプ稼働時)
水質水道水としての水質基準に適合

用途透析用� 

2 地球温暖化防止への貢献度
削減水量(年間):87601 
CO，削減量(年間):5081 kg 363本の樹木(杉)在植えた

ことに相当

一般家庭との比較約� 24軒分/年間(平均� 10∞Q/日)
透析施行可能人数約他人分(0.5 1/1人)
投資金額約� 1000万円
投資金額回収年数約� 5年� 

3.メリット
渇水跨対策および災害対策として霞低限のうイフライン

の自主確保
・透析患者古ま，地域住民への安心感(危機管理・安心の
確保)

節水による地球温暖化防止への貢献(CO，削減に貢献)
透析に利用する乙とによる，水使用置の削減効果

滅」とともにr災害時ライフライン確保』を目的に

設置したものです。� 

NEDO(独立行政法人新ヱ不ルギー・産業技術

総合開発機構)による太陽光発電新技術等フイ←

ドテλ ト事業の共同研究として設置したもので，

工期は� 2006(平成� 18)年� l月から� 6か月問。現在試

験稼動しており.� 2007(平成� (9)年� 4月� 1日から正

式稼動� Lます。発電量は� 70kWで.� J車内ではト� 

yプ� 10に入る規模であり，年閉め発電量は約� 7

万� kWです(習を� 3)。

(2)地下水利用による節水(霊井医学研究所附属病

院)

水道水は，水源からの取水から蛇口までの聞の

各段階でエヰ ノレギーを消費しており，上下水� 

1m3当たり電力に換1草して� 5.98kWのエネルギ

ーを消費しているといわれており，その使用:置の

削減は，すなわち省エネノレギーとなります。地下

水の掘削工事は.病院敷地内で� 2005(平成� (7)年

L..そのうち11本摘自4月まで5年2006月から10

の� 1本から地下水が得られました。水量は� l分あ

たり� 20リットノレ� (1日約� 24トン)で，年間約� 9000

トンを予定していますロこれも太陽光発電設備と

同様，省エネノレギ一対策と同時に災害時および渇

水時対策として設置した もので，そのまま飲料水

の水質基準に適合しています(表� 3)。

透析においては� r水」と「電気」は忠者さまの生

命維持に必要欠く べからさ.るものであ り，その供

給の停止はまさに「命の切れ目」となります。今回

設置された設備により，渇水時および災害時に約� 

50人の同時透析が可能な水をまかなうことがで

臨管理�  2曲� 7Ja.，. 57INo.l 17 l.Vo 



、
表� 4反射板・反射キャッブの設置，蛍光灯の取り脅え 表� 5冷蔵庫と電気ポットの買い替え

蛍光灯数 615本(24室)� 

三波長型昼白色蛍光灯への取替え本数 385本� 買い替え台数� 23台 日台� 
反射板ー反射キャップ箇所惣� 21か所 45 ~~ 1台� 1は，3ほ� 1台� 
削減蛍光灯数 232本 80，，( 14台� 2.2は→3~ìt 1台� 
照度 平均� 38%UP 0t 3台� 3は→3 2台� '!. '?i14

(愚大 58% 愚小� 6%) 170<x 5台� 4.2~;t→3 は 2 台 
削減電力(年間)� 2万� 4798 kW 4.3 ~1→3 は 1 台 
CQ，削減罰(年周} 8927 kg 3~ it追加 1台
投資金額 81万1930円� 削減包力{年間) 6059 kW :716 kW 
年間電気料金削減金額 38万4371円� CQ，削減量(年間) 1954kg 258 kg 
投資金額回収期間� 2.1年 投資金額� 66万5490円� 7万9840円

年間電気料金� 939佃円� 11ω8円
削漏金額

きますGllinの透析治療には� I人 I回� 0.5トンの，;

水が必要)。また� 地下水利用にあわせて� 60トン1

の受水タンクを増設しました。ミれにより� 270人

分の透析を行なう ことができる水量を確保してい

ます。受水タンク造設とJt山下水掘自IJ工事の聡坪1は

約� 1000万円で1 これは上水道使用料金の減少に

より，� 5年で回収の予定です。� 

(3)蛍光灯照明反射板・皮射キャ ッブによる節電

(しげい病院)

不要な蛍光灯を単に消すとか外すだけでなく，

照度をアップする反射板・反射キャ� yプを照明に

設置する ことで，蛍光灯の本数をさらに削減しま

した。長期間使用した蛍光灯� 385木の省エネタイ

プである三波長型畳白色蛍光灯へ取り 替え，21 

か所で反射板 ・反射キャソプの取付けを行ない，

合計費用は� 81万同でし た。院内全蛍光灯数� 615

本のうち� 232本も削減することができました。ま

た反射板・キヤソプの設置で日召i!lが平均� 38%も 

7 .，プしたため，就労および療養環境の改普にも

なりました。この結果，年間削減電力量は� 2万� 

4798 kW(CO，II'J減量は年間約� 9トン)にもなり，

年間電気料金削減金絹は� 38万円とをります。投

資金額の� 81万問は，2.1年で回収することがで

きます(褒針。� 

(4) 冷蔵庫とt:~気ポッ トの買い替えによる節電(し

げい病院)

病院内にはたくさんの冷蔵庫があり ますが，古� 

投資金額回収期間� 7.1年� 7.2年

い冷H在庫は消費電力が大きいのに対して，最近の

冷蔵庫はほとんどが省エヰ型 となっています。� 10

年前の製品と比べると� 300t!型で約� 60%も消費

電力が少なくなっています。そこで，� 10年以上

使用 した� 23台の冷蔵庫の買い替えを行ないまし

た。費用は� 66万� 5490円でしたが， 電力の削減か

ら年間料金の削減額は� 9万� 3908円で，買い替え

賞用は� 7.1年で回収できます。 この買替えにより

年間� 6059kWの電力が削減できること になりま

す(褒� 5)。

また電気ポ ットも同様の発想から，� 8台の省エ

ヰ型機積への買い替え ・追加購入を実施しま した。

ニの結果，年間� 716kWの電力削減ができ，買い

替えによる投資金額は� 7.2年で回収できます。こ

のように，エコ製品への貝替えによる省エネ対策

も積極的に進めました。

j身…ら
電気と水の無駄を省いて� CO，削減� 

(ボトムアップ型)

しげい病院の� 2004年度使用量は，電力� 300万� 

kW(4500万 円上水道�  5万� 4000 t(2900万円)で

した。前年比� 10%削減を 目様に，2005年� 8月よ

り全般員で電気 ・水道の無駄や非効率を取り除く

行動を開始しました。職員からの提案によるボト

58 I 右議官 l'] ~ 2帥� 7J剖 V l.o 17No.l 



表� 6 もったいない実践項目

・節電対策
冷蔵属の冷車室用カ テンの設置
西日対策� lこrたてす』の利用

便座ウズーマの温度調整
ウォシユレットオ〈温在下げる(7� -9月}

遮熱フィルムカテンの設置

サーキュレーヲーで室内温度差¢解肖
湿度・湿度計の購入

蛍光灯に高効率反射板在着装し本数半減

照明スイッチ憎設

古い蛍光灯の取り替え
蛍光灯に組スイッチ取り付け，こまめに，肖灯
不要箇所の蛍光灯取り外し

日中は支障ない限り消灯

人感センサ照明白設置
看板点灯照明時間の見直し

待機電力カット(スイッチ付をコンセント)の設置

デマンド管理システムの導入
省エネ電気製昂へ買い替え(冷蔵庫ー電気ポット ・エアコ

ン)


透析センヲー空調設備などの改修

電源チェッカーによる電力量の測定

冷蔵庫使用上の注意在マグネット鮎付


-節水対策

止水柱の調整

トイレへ� r琶姫J(擬音装置}の設

ウォシュレットトイレの水量を『小」に設定


トイレ清水J;itの測定(止水柱の調整必要の有無)

浴室のシャワーヘッド在ストップ付きに変更
定量止水器の設置で厨房蛇口の流水量在調整

製氷器の不用水を値木類への散水に利用
雨水の利用(池に導入)

天井エアコンの結露水を池へ

水装置(風呂水用)在設置し，池への水道水の注ムヒ流国自動

*ff!在コントロール
透析に利用する円� O水(逆浸透法精製水)有効利用
水槽にこけの抑制 ー青こ 白濁り隙去剤

-職員への昏発・瞥蒙と広報� 
rチームマイナス� 6%JIこ参加

車と五閲に「チームマイナス� 6%，の雷発ステッカー貼何
車に工コドライブステッカ 在鮎付(ふんわりアヲセ ) ~r e

スヲート」・ アイ ドリングストップ)

売庖と薬局で買い物ピ二-)~袋在削減

ウォームビズの実行
省エネステッ力ーと液晶温度シ� jしで啓発

省エネパッチ ・省エネパトロ ル腕章で告書発
毎月電気 ー水道使用量等在朝ヰしで発表
院長から朝礼での啓蒙

ホ ムページにもったいないブロジ工ウトのページを開設

し情報発信
院内� LANで実践などを報告
ブロジェヲト会議毎月� 1回開催(議事録の公開)

購入粟議醤に機器の電気使用量と金額，環境配慮事項の記
載を義務化

ムアップとしては� rもったいないプロジヱクト」

の委員を各部署から� 2人選出 し，身近なところで

の省エネを提案，実行し ました。対策を実行した

ことで暗くなるとか，不使になるのを我慢すると

いうことではなく， もったいないと思われるとこ

ろの節電，節水を行ないました。具体的な対策は，

次の通りです。

もったいない実践項目的一一節電

表� 6に示した ように，節電対策は.(j)温度管

理による節電. (2)照明機器の改良による節電，� 

(3)使用方法の改良によ る節電，(4)機器の買い替

えによる節電，を同時並行で行ないました。「た

です」を利用した西日対策や，苦言ガラスの遮熱� 7

イノレム・カーテンの増設，サーキュレーターで空

気を循環させて室内温度差を解消するなどを行な

いました。冷蔵庫など電気製品の貰い替えによる

節電と同時に，冷蔵庫を後壁画より� 5cm離すこ

との徹底，冷蔵庫設定温度の季節での銅盤，冷気

を逃さない工夫としての冷蔵室用カーテンの設置

や，上手に利用するための注意書きを?グネ� y 卜

貼付しました。ウォシュ レ� y トトイレは，季節で

便座ウ庁ーマーや洗浄水の温度調整をするなど，

細部まで対策を実行 しました。

またー任意設定した電力使用量上限値に逮した

ことを知 らせるデマンド管報装置を採用 し.� 2006 

年� 6月よ り笹報時に電話やチャ イムによ る連絡で.

各部暑が?ニュアルに従い，エアコン，照明，プ

リンターなどの電源を� 10分間程度切るなどを実

行しています。電力需要が年間でピークとなる� 7. 

B月では大きな節電効果を発揮しており.� 7月の
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句、
最大使用電力量は昨年の� 590kWから� 528kWに

削減することができ，月間� 27240kWの使用電力

削減につながりました。当院は電力料金のデ� 7 ン

ド契約をしており，次回の契約更新時には契約料

金の削減が期待できます。

もったいない実践項自� (2)一一節水

節水戸、l策は，(1)水量コントローノレによる節水，� 

(2)雨水・排水の再利用による節水を実施しまし

た。ウォシュレ� y トトイレの水量を「小川こ設定，

止水栓の調援や定量止水器の設置で厨房蛇口流水

量の調整などによる節水の他，製氷器の不用水を

植木類へ散水，雨水平天井エアコ ンの結露水を配

管の移動でi也に誘導，透析の廃水をクーラーの冷

却水に使用するなど，これまで捨てられていた排

水の再利用など，職員からの提案による節水対策

を積極的に実胞しました(表� 6)。

もったいない実践項目� (3)一一職員への啓発・啓

蒙と広報

プロジェクトの浸透 ・啓蒙のため，朝礼では，

院長が地球温暖化の現状や危機的な将来予測につ

いて「チームマイナス� 6%Jのホームページにある

啓蒙用動酉lなどをプロジェクタ ー映写で紹介する

とともに，プロジェクトの7 ヰジャ ー(プロジェ

クトマネジャー)が，毎月の電気・水道使用量的

状況をグラフ化して報告しています。� 

rチーム7 イナス� 6%Jに団体として参加し，病

院玄関と業務車両にrチームマイナス� 6%Jの啓発

ステソカーを貼付して，職員およびクライアント

や業者に地球祖暖化防止プロジヱク卜への参加協

力を呼びかけました。照明やエアコンのスイッチ

に省エヰステ� y力ーや液品温度シールを貼り付け

たり，省エネパッチ ・省エネパ卜ロ ノレ腕章を，

院長始め幹部職員，プロジェク卜メンバーが身に

つけ.職員を啓発 ・啓蒙しました。 「チーム� 7 イ

ナス� 6%Jていはi昆暖化防止に� 6つのアクションを

あげていますが(1.温度調節� 2 水道の使い方� 

3 自動車内使い方� 4.商品の選ぴ方� 5. 買い� 

物とごみ� 6. 電気の使い方，� http://www.team. 

6.jp/ about/index.htmlより)，これらのすべてを

実行すべし業務車両にエコドライブステ� γカー

を貼付してアイドリングス ト� yプを実践。また薬

局での誕の持ち帰り用ビニーノレ袋や売1古でのレジ

袋の削減への協力をお願いしたところ，ただちに

約 l 割減少と ~!J呆が現れました。

一方，院内� LANを利用して実践情況やエポ ソ� 

7な話題， 実例を毎日報告，また「チーム� 7 イナ

ス6%Jの活動や家庭ていの身近な� CO，削減事例を

紹介し，職員を啓蒙しました。さらにプロジェク

トマネジャーは毎日� 1時間，省エヰ、パトローノレを

行なうことになっており，これも啓蒙に効果を発

揮しています。

当院ホームページには，もったいないプロジェ

クトのペ ー ジ� (http://www.shigei.or.jp/shigei/ 

mottaina i.news.htm)を開設しています。もった

いないニュース，電気 ・水の削減状況，活動内容

などを毎月発信しています。また，物品購入菓主義

審に機器の電気使用量と金額および環境配慮事項

の有無記i肢の欄を設けて義務化し，節電対策の有

無を考慮のうえで購入決定するなど，ハード・ ソ� 

7卜の両面から省エヰを実施しています(表� 6)。

γい病院での
もったいないプロジ、ェクト実践結果� 

2005年� 8月のプロジェク ト開始から� 2006年� 7

月までの� 1年間の実践結果は，水道使用量企4179

トン� (7.7%減，� 235万円減)と順調に推移してお

り，前年比� 10%削減の目標ま であと一歩となっ

ています。一方，電気使用量は， 同前年比� 3.3%

減(企95843kW，128万円減)で.冬の厳しい寒

さによる暖房稼卸¥t曽が科いたようですが，� 12月

以降は，� 4月を除き使用量が順調に削減きれてい

ます。この結呆，� 1年聞のエネルギーコスト削減

額は合計� 363万円，� CO，削減量は� 36.9トンでし

た。
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一方. プロ ジェクト開始以来の省エネ対策に要

した設備投資額は，電気関連で� 229万円，水道関

速で� 38万円，地下水関連で� 190万円，合計� 457

万円でした。

プロジェクト推進のポイント� 

Irチームマイナス払への参加

身近な省エネには，職員一人ひとり の意識が大

切であ り，職員が主体的に参加できるよ う心がけ

ました。 啓蒙のためのさまざまな取り組みのなか

でも成果が大きかったのは，やはり 「チームマイ

ナス� 6%Jへの参加てeあったと考えています。当

院は全国で最も早<，� rチーム7 イナス� 6%Jに参

加してい る病院の一つでもあります。政府が音頭

をとる地球温暖化防止のこの国民運動は，大手企

業から個人まで，広〈参加者が増加しており，マ

スコミなどでも ロゴマークをし(;1'しば目にするよ

うになりま した。このロゴ� 7 ークを院内外に貼付

することが，職員の活動参加への大き な意識付け

の端緒になりました。「チーム� 7 イナス� 6%Jて帥は

その延長線上に「クー� Jレビズ」を提唱しており，当

院でも� 7-9月まで実施しています。� 

!日 分のク叫ーーを
前払いで購入

これまで述べたように， 職員の主体的参加が進

んだとしても， 老朽化した設備のままでは大きな

エネルギー使用量の削減は期待できません。そこ

で私たちは，費用対効果を検証のうえで，積極的

に設備投資を行ないました。プロジェク卜開始以

来，数々の投資を実胞しま したが，象徴的な取り

組みが太陽光発電と地下水の利用です。太陽光発

電システムは総工費� 7770万円(実質負担額 3700

万同)の大規模な設備です。このシステムから生

み出される電気で実質負担額を回収するには，お

およそ� 25年と想定していますが，� rZ5年分のク

リーンなエネルギーを前払いで蹴入しよう」と考

えて実施したものです。今後， 長い目でみて，化

石燃料資源の枯渇は明らかであり，エネルギ←コ

スト の上昇は避けられません。そのためのいち早

い対策て・もあります(表� 3)。� 

loc活動的にプロジェクトを推進

機器の買い替えや節電・節水恭具の購入など，

費用を伴う省ヱ才、は，職員からは提案しにくいと

ころがありますが， この点に関しては理事長が率

先して省エネ対策を提案し，実行に移しました。

一方，職員からの提案によるボトムアップについ

てですが， しげい病院では「ローコストオペレー

ンヨ ン」と 柄、す る� QC活動的な経費削減対策を� 

2002(平成� 14)年から実施して おり，そこでは各部

署から毎月経費節減の提案がなされ，毎年� 700万

円から� 2000万円の経費節減が実施きれてきまし

た。この主うな� QC活動的な取り 組みのなかで職

員からの提案システムが自ずと構築さ れ� rもっ

たいないプロジヱ ク卜」においても効果的に作動

しました。職員一人ひと り，身近に気がつくとこ

ろから省エヰ対策が提案され，スムーズに実行に

移すことができました。一方で幹部職員向けには

バランスト・スコアカードを活用することで， プ

ロジェク卜の意義共有を図 りました(図)。

舎後の課題と目標

理事長主導で始められた創和会地球温暖化防止

「もったし、ないプロジェク卜」は，法人全体では� 1

年間で� CO，換貫一約� 46.9トン，電気� '7l<などのエ

ネノレギー使用料金� 581万円を削減することができ

ました。一方，プロジェク トへの投資額は� 395万

円(太陽光発危と地下水利用設備投資額を除<lで

ね強制�  2即� Jan.Vol.17 No.l I61 

http:Jan.Vol.17


命、
図創和会もったいないプロジェクト バランスト・スコア力一ド

理意 私た吉は，人と自然在大切に未来に夢在つ芯ぎます

方針 電力 水道・ガス 灯油の無駄を省くことで，地球温眠化防止に貢献します

11 lr-イントoー自慢遭a'e� Irめざす目欄圃� E

社会

財務

業務

改善

育成

あり，エネルギー費用の削減で，年数の長短はあ

るものの全額回収することができ ます。またプロ

ジェクトの一環として，太陽光発電システムと地

下水の利用が，当会の主たる医療提供内容である

透析の危機管理対策としても設置することができ

ました。この投資資用は高額ではありますが，そ

れぞれ� 25年と� 5年て回収することができ， 費用e

対効果を考えると十分採算が取れる事業と言えま

す。これらは「自然環境にやさしい病院� jたらんと.

環境保殻，災害への対策に重きを置いたものであ

り，また地球温暖化防止に十分貢献できるものと

考えています。

短期的な活動として行なってき た「もったいな

いプロジェクト� Jてすが，大規模な設備投資も，a

稼動に移る段階まで来ました。重井薬用植物園や

倉敷昆虫館とともに，この活動を息の長い活動と� 
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こや古レい病院� 

とレての評価を受ける

・自然現境� l -メディアからの注目
-医療関係者の注目

. TV・新聞に掲磁� 1回以� 

上� 

-学会で発表 3題

-メディア在利用した情報発

f書
広報誌ホームページ院

内ポスタ
-チムマイナス 6%でアピ� 
-)レ更新 
.2側年日本病院学会で発
表� 

経費削減で次なる環焼改

普への挽資資金援得

外部

費用対効果を検証

長い目で見て回収できる

なら� OK

3年以内に役資額の回収� -電気 ー水道ガス ・灯油使
用削減プラン

-投資コストの管理・把渥
-費用対効果般討

-デマンドコントロ ル実施

院内の「もったいない」を

総点倹し，環境にいいこ

とはすぐやる

無駄な電気 ・水の利用在

やめる
省エネ設備・機器

-使用量対前年比� 10%削漏
電気29.4万� kW

水道� 54081

-プロジェクトチームの� II吉
上げp アヲションプランを

立てて実行する
-デーヲベース化
例えば，購入豪議書へ電力
使用量・省エネ度桟討結果

についての記載の義務化

の向よ

・臓員の環境問題への意識人材 全部署で実践
憲議改革

全員で参加

毎回の朝礼で啓蒙
委員会開催毎月� 1固

掲示板記設
-朝干し 院内ネットで啓蒙

行劃計画� 11 

して，法，、全体てづ地球� i且暖化防止活動と して行な

っていくことが，今後の課題であると考えていま

す。地球温暖化の防止は，病院のこれからの課題

としても極めて重要なものと忠われます。 この課

題克服をめざすことは，同時に病院経営の効率化

を促進するものであり，ひいては病院の質向上に

つながっていくものと忠われます。今後， 当院の

みならず，このような取り組みを行なう病院が増

えてい くことを願っています。� 

Eしげいふみひろ・しげ� L時院

〒710ー0051 岡山県倉融市幸町� 2 -30
 

数値目標� 


